
約5,000人

約7,100人
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(整備前)

H28
(整備後)
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（千人）

至東京

工業港から人々が集う「みなと」へ
（千葉港千葉中央地区 港湾環境整備）

工場や倉庫の立ち並ぶ地区から商業・居住空間を持つ「まち」へ転換
まちづくりとあわせ、新たな港湾緑地、旅客船桟橋を整備（H28.4月）
旅客船の乗船人数が２倍に増加、周辺を含めた地域活性化に期待

（桟橋や港湾緑地
の整備により）

雰囲気や景観が
よくなった。旅客船桟橋

利用者

事業概要 （社会資本整備総合交付金事業）

【事業主体】千葉県 【事業期間】 H17～ （事業中）

【施 設】 千葉みなと港湾緑地、１号浮桟橋

【目 的】 賑わいのある親水空間の創出

千葉みなとに新たな海の玄関口が誕生

●商業施設を併設した旅客ターミナルも整備
※民間事業

（万人）
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H27
(整備前)

H28
(整備後)

約24,000人

約42,000人

旅客船の乗船人数

共通パス利用者数
（千葉ポートタワーと遊覧船）

まちづくりとの連携

ＪＲ千葉みなと駅H元年

区画整理事業

ＪＲ千葉みなと駅H19年

区画整理事業

千葉港千葉中央地区

千葉みなと駅

（旧）旅客船利用桟橋

千葉ポートパークとの相乗効果に期待

ポートタワー

千葉ポートパーク

ポートパーク
利用者

近隣の千葉ポートパークは、様々なイベントや県民
の憩いの場として利用。さらなる相乗効果が期待

H30年

－１９－

海もあり広い芝生
もあり開放感が
あって家族全員が
気に入っていま
す。

今後も利用したい
です。

立ち並ぶ工場・倉庫

区画整理完了

桟橋・港湾緑地を計画

遊覧船や、伊豆大島への
高速ジェット船などが運航

地域の声

生活

約41,000人

H29

H29

8
約7,000人

（新）旅客船桟橋


